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☆平成２７年度小川自治会定期総会（総務部） 

□日時：４月１２日（日）１０時から 

□場所：小川小学校体育館。 

 □開催通知書（兼出席票兼委任状）と総会議案書は近々配布します。是非出席下さい。 

□出席される方は出席票と総会議案書を持参下さい。 

□欠席される方は委任状を前日までに班長さんへ提出ください。 

□現新支部長、班長の方は両方とも出席下さい。 

□できれば上履きを持参下さい。 

☆防犯情報（安全対策部） 

□１月２月の町田市内犯罪発生状況（１月５日～３月１日）   町田市役所配信情報より 

（ ）内は昨年同月 町田市 南地区 小川 自治会内 

侵入窃盗 １６（４３） ４（１６） ０（２） ０（１） 

ひったくり ２（ ３） ０（ １） ０（０） ０（０） 

車上狙い ９（ ６） ６（ ２） ０（０） ０（０） 

振り込め詐欺 ４（ ５） － － － 

□南地区発生場所      

・侵入窃盗  ４：つくし野ｘ２、成瀬台、鶴間 

・車上狙い  ６：鶴間ｘ４、金森、成瀬台   

☆防災情報（防災対策部）小川自治会の防災活動を紹介する講演を次の２か所で行いました。 

１．１月２８日（水）町田市生涯学習センター市民企画講座 

「町田で自然災害発生時に何をすべきか～東日本大震災の教訓から学ぶ」 

陸前高田復興支援活動を通じて何が出来るかを市民レベルで考える４回の講座の３回目 

（１月２８日）に公助の町田市役所の取り組みや共助の自治会・町内会の取り組みを紹介 

小川自治会のほか成瀬中央自治会が発表。参加者＝約１１０名 

２．３月１日（日）南地区防災講演会  

   当自治会の防災・減災活動について説明、「小川自治会の防災活動」 

   また消防研究センターで開発した延焼実験ソフトを利用して、長谷川会長宅他近隣地域 

１０ヶ所を発火場所にした延焼シミュレーションの事例や、日本消防検定協会作成の 

「家屋火災シミュレーション」ＤＶＤの放映も行われ、改めて火災の怖さと火を出さない 

対策や初期消火の重要性を実感した。参加者＝約２１０名（内小川防災隊から６０名弱） 

☆会員情報（総務部）（２月２８日現在会員数：１，２０６） 

▼退会  滝口 清 様  第 ２支部１０班 １１月 

石原 裕 様  第 ７支部 ４班  １月 

訃 報         謹んでご冥福をお祈りいたします 

明神 正  様 （享年７８歳） 小川１－ １－１１    １月ご逝去 

小池 道子 様 （享年７４歳） 小川２－１５－ ４    １月ご逝去 

 

日付 / / / / / / / / / / / / 

回覧             

/ / / / / / / / / / / / / 

             



 

☆防災情報 
□知っておきましょう（６）～非常時（大地震の時）の初期消火の重要性～ 

                    

（１） 小川地区の環境━火災に対して決して強くない 

我々の環境は火事に対して強いと思っている人がかなりいるのではないでしょうか？ 

道路も比較的広いし、最近の家は耐火構造になっているから、そんなに怖がらなくとも良

いのではと考えている人が多いのでしょうか？ 

しかし、それは平常時のことです。皆さん、ドント焼きを見に行ったことはありませんか、 

その火の勢いを考えてみてください。消防車が来ない放任火災の火は耐火構造があっても 

２０分程度で延焼します。小川のどこかで火事が出たら、あっという間に１ブロック程度

に燃え広がります。火災は１個人・１家庭の問題ではなく、我々は運命共同体なのです。 

 

（２） 自治会の自主防災隊はボランティア━でも絶対必要 

我々はボランティアです。元々、平常時では消防署や消防団がありますし、ボランティ

アが間に入っては邪魔になるくらいでしょう。しかし、もし大地震があって、同時にあち

こちに火災が起きたら、消防車は優先順位の高いところへと出動します。 

ご存知の方もあると思いますが、平常時でも火事には 8台の消防車が出動し、2時間ほど

掛けてやっと鎮火します。今 町田市の消防車は１２台です。消防車は小川には来ないと

いう前提で対策を考える必要があります。その時、プロほど強靭ではないが、そしてスピ

ードも速くはないが、延焼を食い止めるのは我々のボランティア活動しかないのです。 

 

（３） これまでやってきたこと━火災に対する備えは増しています 

小川の防災隊は火災対策で何をやってきたのでしょうか？ 

・家庭用の消火器斡旋を致しました。あたらしい消火器が３４５本準備されました。 

・５０戸に 1本という町田の基準で 街頭消火器は３４本 設置されました。 

 （内１０本は自治会で購入、設置しました。） 

・スタンドパイプは小川自治会で 5セット（各支隊に１セット）配備されました。 

 昨年はスタンドパイプの訓練だけでも７回実施しました。 

・どこに消火栓があるかは防災マップに記載されています。 

以前から見れば、防災力は確実に増したと思います。しかし・・・？？ 

 

（４） それでは安全なのかーまだまだやることが沢山あります 

大地震の時に、頼りの水道は大丈夫か？スタンドパイプを担う人は誰なのか？スタンド

パイプの放水が出火から２０分以内に出来るのか？ 延焼を抑えるためにはスタンドパイ

プの数が足りないのでは？ 延焼にならない内に消火するためには、近所の消火協力活動

が意識されているか？ 消火器の数は？ 風呂の水は？ バケツは？煙探知機があるか？ 

感震（電気）ブレーカーは設置されているか？などなど・・・まだまだ課題があります。 

絶対の安心はありませんが、防災隊も隊員も一人一人１００％を目指して改善して行き

ましょう。またどうしても１００％にならない時の覚悟も大切と思います。 

 

改めて運命共同体であることを認識し 

①まずは自宅の備えと早期の消火（安全ノートを参考にして下さい）   自助 

②ご近所の協力体制                         近助 

③自主防災隊の初期消火体制                     共助 

で火災の脅威と被害を少しでも減らしましょう。 

あなたの防災力＝近所の防災力＝小川の防災力です 

（防火・消火専門班 小林 勝美 記） 


